
 

ヴィヨンの妻

展望



 

女性独白文



 



 

新戯作派



 

ヴィヨ

ンの妻〜桜桃とタンポポ〜



 



 

おかえりなさいまし。ごはんは、おすみですか？お戸棚に、おむすびが

ございますけど

おかえりなさいまし

ごはんは、おすみですか

お戸棚に、おむすびがございますけど

おむすび



 

私は起きて寝巻きの上に羽織を引掛け、玄関に出て、二人のお客

に

玄関



 

あわただしく

あわただしく、玄関を

あける音が聞えて、私はその

音で、眼をさましましたが、

それは泥酔の夫の、深夜の帰

宅にきまっているのでござい

ますから、そのまま黙って寝

ていました。

泥酔

きまっている



 

袖

「おっと、そいつあいけ

ない」

 男のひとは、その夫の

片腕をとらえ、二人は瞬時もみ

合いました。

「放せ！ 刺すぞ」

 夫の右手にジャックナ

イフが光っていました。そのナ

イフは、夫の愛蔵のものでござ

いまして、たしか夫の机の引出

しの中にあったので、それでは

さっき夫が家へ帰るなり何だか

引出しを掻きまわしていたよう

でしたが、かねてこんな事にな

るのを予期して、ナイフを捜

し、懐にいれていたのに、違い

ありません。

 男のひとは身をひきま

した。そのすきに夫は大きい鴉

のように二重廻しの袖をひるが

えして、外に飛び出しました。

ジャックナイフ
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 男のひとがさきに、そ

れから女のひとが、夫の部屋

の六畳間にはいり、腐りかけ

ているような畳、破れほうだ

いの障子、落ちかけている

壁、紙がはがれて中の骨が露

出している襖、片隅に机と本

箱、それもからっぽの本箱、

そのような荒涼たる部屋の風

景に接して、お二人とも息を

呑んだような様子でした。

 破れて綿のはみ出てい

る座蒲団を私はお二人にすす

めて、

「畳が汚うございますか

ら、どうぞ、こんなもので

も、おあてになって」

 と言い、それから改め

てお二人に御挨拶を申しまし

た。

「はじめてお目にかかり

ます。主人がこれまで、たい

へんなご迷惑ばかりおかけし

てまいりましたようで、ま

た、今夜は何をどう致しまし

た事やら、あのようなおそろ

しい真似などして、おわびの

申し上げ様もございませぬ。

何せ、あのような、変った気

象の人なので」

 と言いかけて、言葉が

つまり、落涙しました。



 

まけずに



 



 

「や、美人を雇いやがっ

た。こいつあ、凄い」

 と客のひとりが言いま

した。

「誘惑しないで下さい

よ」とご亭主は、まんざら冗

談でもないような口調で言い、

「お金のかかっているからだ

ですから」

「百万ドルの名馬か？」

 ともうひとりの客は、

げびた洒落を言いました。

「名馬も、雌は半値だそ

うです」

 と私は、お酒のお燗を

つけながら、負けずに、げび

た受けこたえを致しますと、

「けんそんするなよ。こ

れから日本は、馬でも犬で

も、男女同権だってさ」と一

ばん若いお客が、呶鳴るよう

に言いまして、「ねえさん、お

れは惚れた。一目惚れだ。

が、しかし、お前は、子持ち

だな？」

「いいえ」と奥から、お

かみさんは、坊やを抱いて出

て来て、「これは、こんど私ど

もが親戚からもらって来た子

ですの。これでもう、やっと

私どもにも、あとつぎが出来

たというわけですわ」

「金も出来たし」

 と客のひとりが、から

かいますと、ご亭主はまじめ

に、

「いろも出来、借金も出

来」と呟き、それから、ふい

と語調をかえて、「何にします

か？ よせ鍋でも作りましょ

うか？」

 と客にたずねます。私

には、その時、或る事が一

つ、わかりました。やはりそ

うか、と自分でひとり首肯

き、うわべは何気なく、お客

にお銚子を運びました。

名馬

ねえさん

いろ



 

生活費



 

神がいるなら、出て来て

下さい！ 私は、お正月の末

に、お店のお客にけがされまし

た。

その夜は、雨が降ってい

ました。夫は、あらわれません

でしたが、夫の昔からの知合い

の出版のほうの方で、時たま私

のところへ生活費をとどけて下

さった矢島さんが、その同業の

お方らしい、やはり矢島さんく

らいの四十年配のお方と二人で

お見えになり、お酒を飲みなが

ら、お二人で声高く、大谷の女

房がこんなところで働いている

のは、よろしくないとか、よろ

しいとか、半分は冗談みたいに

言い合い、私は笑いながら、

「その奥さんは、どこに

いらっしゃるの？」

お客にけがされました



 

ごめんください

深夜、がらがらと玄関の

あく音に、眼をさましました

が、れいの夫の泥酔のご帰宅か

と思い、そのまま黙って寝てい

ましたら、

「ごめん下さい。大谷さ

ん、ごめん下さい」

 という男の声が致しま

す。

がらがら と

あっけなく



 

「すみません。ああ酔っ

た」

 と苦しそうに小声で言

い、すぐにそのまま式台に寝

ころび、私が寝床に引返した

時には、もう高い鼾が聞えて

いました。

 そうして、その翌る日

のあけがた、私は、あっけな

くその男の手にいれられまし

た。

 その日も私は、うわべ

は、やはり同じ様に、坊やを

背負って、お店の勤めに出か

けました。

 中野のお店の土間で、

夫が、酒のはいったコップを

テーブルの上に置いて、ひと

りで新聞を読んでいました。

コップに午前の陽の光が当っ

て、きれいだと思いました。

手にいれら

れました

あっけなく



 

 私は格別うれしくもな

く、

「人非人でもいいじゃな

いの。私たちは、生きていさ

えすればいいのよ」

 と言いました。

いい
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